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「
昔
の
卓
」

あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
さ
く
こ
ろ
と

　
な
り
に
け
り
―
。

　
　
雨
霧
吹
き
て
、

　
　
　
靜
か
な
る
夏

『
倭
を
ぐ
な
』

釈
　
迢
空
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令
和
７
年
度（
令
和
８
年
３
月
）卒
の
国
学
院
大

学
卒
業
生
の
就
職
率
は
、95
・
８
％
で
、前
年
度
か

ら
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
学
生
の
就
職
を
と

り
ま
く
環
境
と
し
て
大
卒
有
効
求
人
倍
率
は
、１
・

66
倍
で
前
年
よ
り
０
・
09
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、「
売

り
手
市
場
」で
は
あ
る
も
の
の
、企
業
側
の
採
用
意

欲
が
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

１
期
生
が
卒
業
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
就

職
率
は
、98
・
３
％
だ
っ
た
。

　

民
間
企
業
へ
の
就
職
で
は
、建
設
業
、情
報
通
信

業
、金
融
業
の
就
職
者
が
前
年
度
に
比
べ
て
増
加
。

公
務
員
は
、国
家
・
地
方
合
わ
せ
１
８
８
人
と
な
り

２
割
増
加
し
て
い
る
。
国
家
公
務
員
総
合
職
に
は

１
人
が
就
職
。
令
和
４
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
採

用
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
教
育
関
係
で
は
、幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
、高

等
学
校
、特
別
支
援
学
校
の
教
員
と
保
育
士
を
合

わ
せ
２
４
４
人
で
、前
年
度
よ
り
微
増
。
神
社
関
係

で
は
、神
職
資
格
取
得
者
の
う
ち
、49
人
が
神
社
界

（
奉
仕
先
神
社
が
実
家
の
場
合
も
含
む
）に
進
ん
だ
。

■
正
し
い
情
報
を
得
て
行
動
を

　

就
職
環
境
は
近
年
、「
売
り
手
市
場
」と
言
わ
れ

る
が
、採
用
状
況
は
年
々
変
化
し
て
い
る
。
政
府
の

要
請
に
基
づ
き
、６
月
１
日
、令
和
９
年
３
月
卒
業

予
定
者
の
採
用
活
動
が
解
禁
さ
れ
た
。
一
方
で
、人

手
不
足
な
ど
を
背
景
に
、企
業
の
み
な
ら
ず
、公
務

員
、教
職
の
採
用
活
動
で
も
年
々
早
期
化
が
進
む
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の
担
当
者
は「
近
年
、学
生

の
進
路
は
多
様
化
し
て
い
る
。
学
び
や
経
験
を
糧

に
選
択
肢
を
広
げ
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し

い
。
低
学
年
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
す
る
学
生
が
増
え
て
き
て
い
る

が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
真
偽
不
明
の
情
報
に
左
右
さ
れ

ず
、企
業
、官
公
庁
、大
学
な
ど
が
発
信
す
る
正
し

い
情
報
を
得
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　

本
学
は
、企
業
、公
務
員
、教
職
、神
職
な
ど
学

生
が
目
指
す
進
路
に
よ
っ
て
、専
門
の
部
署
が
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
と
先
生
と
の
出
会
い
の
話
で
あ
る
。
４
年
生

に
な
っ
て
少
し
だ
け
時
間
が
で
き
た
私
に
級
友
が

声
を
掛
け
て
く
れ
た
。「
お
茶
の
お
稽
古
に
行
っ
て

み
な
い
？
」翌
週
、院
友
会
館
に
足
を
運
ぶ
と
、先

生
は「
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
」と
茶
室
の

畳
に
両
手
を
つ
き
、柔
ら
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
た
▼
お
茶
の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
あ
り

見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。
床
の
間
に
は
時
節

に
合
っ
た
墨
蹟
が
掛
け
ら
れ
、花
が
活
け
ら
れ
る
。

釜
の
湯
が
沸
き
松
風
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

す
ー
っ
と
涼
風
が
吹
き
抜
け
る
▼
一
転
し
て
稽
古

は
厳
し
い
。
手
順
を
間
違
え
る
と
手
厳
し
く
叱
ら

れ
る
。
一
度
で
覚
え
ら
れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

す
る
す
る
と
自
然
に
手
が
出
る
よ
う
に
な
る
ま
で

た
だ
ひ
た
す
ら
に
積
み
重
ね
る
し
か
な
い
▼
先
生

は
お
茶
だ
け
で
な
く
高
い
教
養
を
持
つ
人
で
も

あ
っ
た
。
時
の
学
長（
中
国
文
学
）を
茶
室
に
招
い

た
と
き
の
掛
物
は「
悠
然
見
南
山（
悠
然
と
し
て
南

山
を
見
る
）」。
菊
を
飾
り
一
服
の
お
茶
を
ふ
る
ま

う
と
、陶
淵
明
の
話
に
花
が
咲
い
た
▼
３
年
前
に

は
難
し
い
相
伝
の
稽
古
を
見
て
い
た
だ
い
た
。
テ

キ
ス
ト
は
な
く
、自
分
の
メ
モ
と
記
憶
が
頼
り
。
緊

張
し
て
真
冬
な
の
に
冷
や
汗
が
出
た
。
点
前
の
後

に
お
そ
る
お
そ
る
近
づ
く
と
、「
よ
く
覚
え
て
き
た

わ
ね
」と
微
笑
ま
れ
た
。
は
じ
め
て
先
生
に
褒
め
ら

れ
た
稽
古
が
先
生
と
の
最
後
の
稽
古
と
な
っ
た
▼

正
月
の
駅
伝
中
継
後
に
は
、弾
ん
だ
声
で
よ
く
電

話
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
。「
は
ら
は
ら
し
て
心
臓
に

悪
い
わ
ね
」と
。
厳
し
い
中
に
も
人
間
味
あ
ふ
れ
る

そ
の
声
を
も
う
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、先
生

へ
の
敬
慕
の
念
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
大
切
な
出
会
い
は
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

み
は
る
か
す
も
の

　

国
学
院
大
学
の
大
学
運
営
を
担
う
執
行
部
と
称
さ
れ

る
５
部
門（
教
務
部
、学
生
部
、入
学
部
、就
職
部
、国
際

交
流
部
）の
中
で
も
、学
生
部
は
、学
生
が
学
業
や
課
外

活
動
な
ど
に
存
分
に
取
り
組
め
る
よ
う
、安
全
・
安
心
な

環
境
づ
く
り
を
は
じ
め
、生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
、さ

ら
に
は
心
の
ケ
ア
ま
で
含
め
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

推
進
し
て
い
る
。

　

令
和
７
年
4
月
に
就
任
し
、2
年
目
を
迎
え
た
宮
下
雄

治
・
学
生
部
長（
経
済
学
部
教
授
）は
、「
こ
れ
ら
の
支
援

活
動
を
統
括
し
、各
学
部
や
関
係
部
署
、さ
ら
に
は
大
学

執
行
部
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
支
援
を
担
う
学
生
部
長

の
職
務
は
、極
め
て
重
大
な
責
任
を
伴
う
」と
語
る
。

　

本
学
で
学
ぶ
す
べ
て
の
学
生
が
よ
り
一
層
安
心
し
て

学
び
、思
い
き
り
や
り
た
い
こ
と
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に

と
、推
進
す
る
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

4
・
5
面
に
続
く

令
和
７
年
度
卒 

就
職
率
95
・
８
％

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
１
期
生
は
高
水
準

神職
2.2％

令和7年度
卒業生進路
業種別内訳

公務員
8.5％

教育
10.4％

マスコミ
3.0％

サービス
30.1％

金融
7.4％

不動産
4.4％

卸・小売
12.3％

運輸・通信
5.9％

製造
8.0％

建設
4.0％

非営利
3.7％

※小数点第2位以下を四捨五入しているため、
　合計は100％となりません

学生部長・宮下雄治教授

学 部 長
に く

生
聞

未来に向けた
「学びの場」の環境づくり
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9
氏
に
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与

　
国
学
院
大
学
は
、令
和
7
年
度
を
も
っ
て
退
職
し
た
9
人
の

元
教
授
へ
名
誉
教
授
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し
、授
与
式

を
6
月
17
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
た
。

　

針
本
正
行
学
長
は
9
氏
の
教
育
、学
術
上
の
功
績
を
紹
介

し
た
後
、本
学
へ
の
長
年
の
貢
献
に
謝
意
を
述
べ
た
。

　

対
象
者
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

◆
文
学
部
＝
大
久
保
桂
子
、藤
野
寛

◆
経
済
学
部
＝
中
泉
真
樹

◆
人
間
開
発
学
部
＝
塩
谷
香
、鈴
木
み
ゆ
き
、吉
川
成
夫

◆
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
＝
楓
千
里
、下
村
彰
男
、西
村
幸
夫

　国学院大学とルー
ヴェン・カトリック大
学が共催し、駐日ベ
ルギー大 使 館が後
援 する特 別 展「日
本・ベ ルギー 修 好
160周年記念―美
と知の交 流の軌 跡
―」が5月23日、国
学院大学博物館で
開幕した。日本とベ
ルギーの「修好通商
航海条約」締結から160周年を記念して企画された。
ベルギー王国の貴重な資料や本学コレクションを通じ
て、両国の交流史を概観する展示となっている。
　開催期間中、ミュージアムショップではベルギーの
漫画家・エルジェによるバンド・デシネ（漫画）『タンタ
ンの冒険』のキャラクターグッズも販売する。

特別展「日本・ベルギー修好160周年
記念─美と知の交流の軌跡─」が開幕

【採用】
◆大学事務局◇嘱託▷辰己佳苗（総合企画部入学課）

（令和８年６月1日付）

教職員人事

　保証人（在学生の父母）で組織される若木育成会は
５月16日、渋谷キャンパスで全国支部長事務連絡会、
本部総会を開催した。
　総会では、前年度事業報告および決算報告、今年
度事業計画についての審議がなされた。また今年度
の役員の選出も行われ、半田りえ子会長、吉田静枝副
会長、落合幹彦副会長の再任、池邊晃子・前3年生
幹事の副会長就任がそれぞれ承認された。
　その後、会場をグランドプリンスホテル高輪「プリン
スルーム」（東京都港区）に移し、支部長と、5月24日
から全国各地区で始まる「支部の集い」に出席する本
学教職員との懇談会が開催された。

若木育成会全国支部長事務連絡会・
本部総会を開催

文学部講演会 日本とベルギーの
修好160周年を記念し開催

　

国
学
院
大
学
博
物
館
で
開
催
中
の
特
別

展「
日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
修
好
1
6
0
周
年

記
念
―
美
と
知
の
交
流
の
軌
跡
―
」に
関

連
し
て
、文
学
部
の
講
演
会「
日
本
・
ベ
ル

ギ
ー　

美
と
知
の
交
流
の
軌
跡
」が
5
月

30
日
、渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、約

2
３
0
人
が
聴
講
し
た
。

　

冒
頭
、谷
口
雅
博
・
文
学
部
長（
教
授
）

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
特
別
展
を
共
催
す

る
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
は

大
学
間
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、文
学
部

と
し
て
も
研
究
面
で
活
発
な
交
流
を
続
け

て
き
た
。
そ
の
成
果
が
、ベ
ル
ギ
ー
と
の

修
好
1
6
0
周
年
を
記
念
し
た
展
示
や
本

講
演
会
に
結
実
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
」と
述
べ
た
。

　

講
演
会
は
手
塚
雄
太
・
同
学
部
教
授
の

司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
前
半
は「
知
」の
交

流
を
テ
ー
マ
に
3
人
の
研
究
者
が
報
告
し

た
。

　

渡
邉
卓
・
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授

は「
国
学
院
の
歴
史
と
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」と
題
し
、特
別
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
本
学
の
由
縁
と
、本
学
の
母
体
で

あ
る
皇
典
講
究
所
の
初
代
総
裁
・
有
栖
川

宮
幟
仁
親
王
ゆ
か
り
の
品
々
や
、同
宮
家

の
祭
祀
を
継
承
し
た
高
松
宮
家
ゆ
か
り
の

貴
重
な
資
料
を
紹
介
し
た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
政
府
貿
易

投
資
局
日
本
事
務
所
代
表
の
デ
ィ
ル
ク
・

デ
ル
イ
ベ
ル
氏
は「
日
白
修
好
通
商
航
海

条
約（
1
8
6
6
年
）」と
題
し
て
講
演
。

幕
末
の
混
乱
期
に
ベ
ル
ギ
ー
の
外
交
官
た

ち
が
根
気
強
く
交
渉
を
重
ね
、武
力
に
よ

ら
ず
友
好
的
な
形
で
条
約
を
締
結
し
た
経

緯
を
関
連
資
料
か
ら
解
説
し
た
。

　

ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
文
学

部
日
本
学
科
准
教
授
の
ア
ド
リ
ア
ン
・
カ

ル
ボ
ネ
氏
は「
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
欧

米
巡
遊
―
ベ
ル
ギ
ー
訪
問
の
舞
台
裏
を
垣

間
見
て
」と
題
し
て
報
告
。
熾
仁
親
王
が

わ
ず
か
2
週
間
前
の
通
知
で
ベ
ル
ギ
ー
を

訪
問
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、同
国
が
勲

章
授
与
や
特
別
列
車
の
運
行
な
ど
手
厚
く

も
て
な
し
た
様
子
を
各
種
資
料
か
ら
明
ら

か
に
し
た
＝
写
真
上
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
半
は「
美
」の
交
流

を
テ
ー
マ
に
3
人
が
登
壇
し
た
。

　

藤
澤
紫
・
文
学
部
教
授
は「
浮
世
絵
と

東
西
文
化
交
流
―
視
覚
化
さ
れ
た
情
報
の

ゆ
く
え
」と
題
し
、葛
飾
北
斎
ら
西
洋
の

技
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
浮
世
絵
師

と
、日
本
の
浮
世
絵
に
西
洋
文
化
と
の
類

似
性
を
見
い
だ
し
た
欧
州
の
画
家
や
収
集

家
た
ち
が
相
互
に
影
響
を
与
え
合
い
、新

た
な
芸
術
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
過
程
を

解
説
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
歴
史
博

物
館
か
ら
出
陳
さ
れ
た
東
洲
斎
写
楽
の
大

首
絵
や
鈴
木
春
信
の「
官
女
」に
つ
い
て

も「
ロ
イ
ヤ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
大

変
貴
重
な
も
の
。
ぜ
ひ
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
＝
写
真
下
。

　

同
博
物
館
の
ナ
タ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
デ
ペ

レ
氏
は「
国
王
の
夢
叶
う
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
の『
日
本
塔
』を
め
ぐ
っ
て
」と
題
し
て

講
演
し
た
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
建
築
家

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
マ
ル
セ
ル
が
手
が
け

た
建
築
群
に
感
銘
を
受
け
た
当
時
の
ベ
ル

ギ
ー
国
王
レ
オ
ポ
ル
ド
2
世
が
建
造
し
た

「
日
本
の
塔
」が
、貿
易
館
と
し
て
両
国
の

交
流
に
寄
与
し
た
こ
と
、明
治
44
年
の「
ベ

ル
ギ
ー
・
日
本
常
設
博
覧
会
」で
は
明
治

天
皇
か
ら
花
瓶
と
漆
塗
り
の
文
箱
が
寄
贈

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
詳
述
し
た
。

　

進
藤
久
乃
・
文
学
部
准
教
授
は「
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ド
ー
ト
ル
モ
ン
と
東
洋
の
文

字
」と
題
し
、ベ
ル
ギ
ー
を
代
表
す
る
詩
人

ド
ー
ト
ル
モ
ン
の
集
大
成「
ロ
ゴ
グ
ラ
ム
」

を
解
説
し
た
。
画
家
と
の
共
同
制
作
を
多

く
手
が
け
た
ド
ー
ト
ル
モ
ン
が
手
書
き
文

字
や
東
洋
の
文
字
へ
の
関
心
を
深
め
、日

本
の
書
の
考
察
が「
ロ
ゴ
グ
ラ
ム
」の
創
造

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

　

閉
会
後
、聴
講
者
は
6
人
の
報
告
で
得

た
新
た
な
視
点
を
も
と
に
本
学
博
物
館
へ

向
か
い
、展
示
を
鑑
賞
し
た
。
特
別
展
は

6
月
28
日
ま
で
開
催
す
る
。

　

国
学
院
大
学
文
学
部
講
演
会

が
5
月
23
日
、渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
講

演
会
は「『
詩
経
』の
本
義
を
求

め
て
」
と
題
し
て
、
本
学
元
特

任
教
授
の
川
合
康
三
・
京
都
大

学
名
誉
教
授（
日
本
学
士
院
会

員
）を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ

れ
、学
生
や
一
般
の
方
な
ど
約

1
0
0
人
が
参
加
し
た
＝
写

真
。 

　

川
合
氏
は
、「
詩
経
」に
つ
い

て
、も
と
も
と
は
音
楽
や
踊
り

と
と
も
に
口
頭
で
唱
え
ら
れ

て
い
た
歌
詞
が
、武
帝
の
時
代

に
儒
学
の
基
本
経
典
で
あ
る
五

経
の
一
つ
と
さ
れ
、「
詩
経
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説

明
。
詩
経
に
は
「
魯
詩
」、「
斉

詩
」、「
韓
詩
」の「
三
家
詩
」と

呼
ば
れ
る
三
つ
の
系
統
が
あ

り
、漢
王
朝
の
正
式
な
学
問
と

し
て
認
め
ら
れ
た
が
、後
漢
の

時
代
に
は
注
釈
を
付
し
た「
毛

詩
」
が
主
流
に
な
り
、
三
家
詩

が
廃
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
た
。 

「
詩
経
」は
経
典
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、以
降
の
時
代
で
は

詩
の
規
範
と
さ
れ
た
も
の
の
、

「
詩
経
」そ
の
も
の
が
実
は
非
常

に
自
由
で
多
様
で
あ
る
こ
と
が

面
白
く
、「
儒
教
の
規
範
に
縛
ら

れ
て
い
た
は
ず
の「
詩
経
」の
中

に
、豊
か
な
文
学
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
」と
語
っ
た
。 

　

ま
た
、「
詩
経
」の
本
義
に
つ

い
て
、「
儒
学
者
の
朱し

ゅ
き熹

が『
虚

心
平
看
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、

先
入
観
を
持
た
ず
に
素
直
な

気
持
ち
で
見
れ
ば
、意
味
が
分

か
っ
て
く
る
。
普
段
学
問
を
し

て
い
る
と
、
実
証
性
や
意
味
、

意
義
を
求
め
す
ぎ
る
傾
向
に
あ

る
が
、詩
は
も
と
も
と
遊
び
で

あ
っ
て
、も
っ
と
楽
し
み
な
が

ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
」と
述
べ
た
。 

　

川
合
氏
は
、「
詩
経
」に
は
純

粋
で
豊
か
な
愛
情
表
現
に
よ
り

民
間
の
強
く
生
き
生
き
と
し
た

女
性
像
が
う
た
わ
れ
た
一
方

で
、宋
代
に
至
り
、書
き
手
が
社

会
・
文
化
の
支
配
者
で
あ
っ
た

士
大
夫
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
た
こ

と
で
、男
性
か
ら
女
性
へ
の
愛

情
は
描
か
れ
る
も
の
の
、女
性

か
ら
男
性
へ
の
愛
情

表
現
は
乏
し
く
な
っ

て
い
っ
た
と
説
明
し

た
。 

　

講
演
後
に
は
質
疑

応
答
の
時
間
が
設
け

ら
れ
た
。
詩
の
解
釈

に
つ
い
て
質
問
を
受

け
た
川
合
氏
は
、「
古

代
の
習
俗
を
踏
ま
え

な
が
ら
詩
を
読
み
解

く
と
い
っ
た
方
法
も

あ
る
が
、
そ
う
で
な

く
て
も
詩
を
読
む
こ

と
は
で
き
る
。
自
由

に
、
自
分
な
り
に
詩

経
を
読
ん
で
み
て
ほ

し
い
」と
話
し
た
。

文
学
部
講
演
会「『
詩
経
』の

本
義
を
求
め
て
」を
開
催

楓千里
名誉教授

吉川成夫
名誉教授

鈴木みゆき
名誉教授

塩谷香
名誉教授

藤野寛
名誉教授

中泉真樹
名誉教授

西村幸夫
名誉教授

下村彰男
名誉教授

明治天皇が寄贈し、初めて里帰りが実
現した花瓶（ベルギー王立美術歴史博
物館所蔵）
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令
和
8
年
度 

院
友
大
会
・一般
講
演
会

─
協
力
団
体
に「
院
友
観
ま
ち
会
」が
加
入

　

院
友（
本
学
卒
業
生
）の
組
織
で
あ
る
一

般
財
団
法
人
国
学
院
大
学
院
友
会
主
催
の

令
和
8
年
度
院
友
大
会
お
よ
び
一
般
講
演

会
が
5
月
23
日
、明
治
記
念
館（
東
京
都
港

区
）で
開
催
さ
れ
、全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
院
友
と
学
生
、教
職
員
ら
約
３
２
０
人
が

参
加
し
た
＝
写
真
。

　

院
友
会
の
公
益
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

た
一
般
講
演
会
で
は
、日
本

中
世
史
を
専
門
と
す
る
矢
部

健
太
郎
・
文
学
部
教
授（
平

7
卒
・
1
0
3
期
史
、
平

16
・
1
1
2
期
博
後
文
他
）

が
講
師
を
務
め
、「
秀
吉
兄

弟
と
豊
臣
政
権
」
と
題
し
、

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
を
集
め

る
豊
臣
秀
吉
、秀
長
を
め
ぐ

る
戦
国
時
代
の
政
治
状
況
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

　

院
友
大
会
は
一
般
講
演
会

に
続
い
て
行
わ
れ
、
ま
ず
、

𠮷
田
茂
穂
・
同
会
会
長（
昭

41
修
・
74
期
神
専
攻
他
、鶴

岡
八
幡
宮
宮
司
）が
「
全
国

の
各
方
面
で
ご
活
躍
の
院
友

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
今
年
度
か
ら
観
光
ま

ち
づ
く
り
学
部
の
1
期
生
が

院
友
と
し
て
新
た
に
加
わ
っ

た
。
ぜ
ひ
、そ
の
若
い
力
に

注
目
し
、
期
待
し
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。
続

い
て
、佐
栁
正
三
理
事
長
と

針
本
正
行
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
、母
校
へ
の

継
続
的
な
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　

院
友
会
長
賞
の
贈
呈
で
は
、観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
の
卒
業
生
組
織「
国
学
院
大
学
院

友
観
ま
ち
会
」の
発
足
に
尽
力
し
、初
代
学

部
長
と
し
て
地
域
貢
献
に
献
身
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
西
村
幸
夫
・
名
誉
教
授
と
、渋

谷
川
沿
い
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
8
年
に
わ

た
り
ゼ
ミ
単
位
で
地
元
と
連
携
し
て
続
け

て
き
た
経
済
学
部
の
田
原
裕
子
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、東
都
大
学
野
球
１
部
春
季
リ
ー

グ
で
7
季
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
た
硬
式

野
球
部
員
ら
が
登
壇
す
る
と
、会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
続
い
て
行
わ

れ
た
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
の
贈
呈
で

は
、院
友
会
関
係
者
か
ら
学
長
や
各
部
会
の

代
表
学
生
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。
学
術
部

門
は
大
学
の
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
陸
上
競
技
部
、硬
式
野

球
部
、柔
道
部
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、卓
球

部
、剣
道
部
が
今
年
度
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

終
盤
は
、ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル「
び
ぃ
ぐ

る
」と
全
学
応
援
団
が
日
頃
の
活
動
成
果

を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
、会
場
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
た
。
最
後
は
全
学
応
援
団
の
リ
ー

ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、今
井
亮
・
同
会
副
会

長（
昭
34
卒
・
67
期
政
経
）の
閉
会
の
辞
を

も
っ
て
、盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

私
の
研
究
は
、財
務
会
計
分
野
を
専
門
と
し

て
い
ま
す
。
財
務
会
計
は
、
企
業
の
会
計
情
報

を
ど
の
よ
う
に
作
成
し
、外
部
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
公
表
す
べ
き
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
扱

う
学
問
で
す
。
そ
う
し
た
情
報
の
作
成
や
公
表

に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て

い
て
、そ
の
根
底
に
あ
る
考
え
方（
基
礎
概
念
）

を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
企

業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
価
値
あ
る
も
の
で
す
が
、

財
務
会
計
で
は
企
業
の
資
産
と
は
み
な
さ
れ

ま
せ
ん
。
存
在
自
体
が
曖
昧
で
、
客
観
的
な
金

額
も
算
定
で
き
な
い
た
め
で
す
。
こ
の
例
で
い

え
ば
、な
ぜ
ブ
ラ
ン
ド
は
資
産
と
み
な
せ
な
い

の
か
に
関
す
る
理
由
付
け
を
考
え
た
り
、ど
う

い
っ
た
場
合
な
ら
資
産
と
み
な
せ
る
よ
う
に
な

る
の
か
と
い
っ
た
条
件
を
考
え
る
の
が
基
礎
概

念
の
研
究
と
な
り
ま
す
。

　

ど
の
学
問
分
野
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

と
り
わ
け
基
礎
概
念
の
研
究
で
は
、「
前
提
を

疑
い
、
当
た
り
前
を
問
い
直
す
」
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
資
産
と
は

み
な
せ
な
い
こ
と
は
、会
計
学
に
お
け
る
今
現

在
の「
当
た
り
前
」で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
技
術

が
発
展
す
れ
ば
、誰
し
も
が
納
得
す
る
よ
う
な

客
観
的
な
金
額
で
表
せ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
で
は
公
認
会
計
士
が

監
査
し
た
数
字
を
企
業
外
部
に
公
表
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
情
報
開
示
の
仕
組
み
自
体
も
時
代

と
と
も
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
歩
・
発
展
に
よ
っ

て
現
在
の
当
た
り
前
は
通
用
し
な
く
な
る
、と

い
っ
た
意
識
を
強
く
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

世
間
一
般
に
は
、
会
計
と
い
え
ば
簿
記（
特

に
簿
記
検
定
試
験
）が
連
想
さ
れ
、
会
計
＝
簿

記
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

簿
記
は
、ル
ー
ル
に
沿
っ
て
計
算
し
1
つ
の
答

え
を
導
き
出
す
作
業
で
す
の
で
、算
数
ド
リ
ル

的
な
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
10
年
以

上
前
か
ら
、簿
記
の
知
識
を
単
純
活
用
し
た
だ

け
の
仕
事
は
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、目
下
の
生
成
Ａ

Ｉ
の
発
展
で
そ
の
こ
と
は
現
実
の
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
社

会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
会
計
力
は
、ル
ー
ル

に
沿
っ
て
正
し
く
処
理
す
る
簿
記
の
力
で
は
な

く
、ル
ー
ル
を
理
解
し
た
う
え
で
企
業
の
数
字

の
背
後
に
あ
る
も
の
・
数
字
の
先
に
あ
る
も
の

を
洞
察
す
る
力
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
う
し

た
深
い
洞
察
力
を
得
る
た
め
に
も
、私
自
身
が

「
当
た
り
前
を
疑
う
」
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
で
も
、
学
生
に
そ
の
姿
勢

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
を
問
い
直
す

学
問
ノ
道

経
済
学
部
60
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

なかた・ゆうすけ
修士（商学）。専門は財務
会計、国際会計。早稲田
大学大学院商学研究科博
士後期課程単位取得退学
後、2013年より本学。主
な研究に「ビジネスモデル
に基づく測定分類と会計
情報の有用性」（『國學院
經濟學』64巻4号）など。

経済学部准教授

中 田 有 祐

経済学部は令和8年に60周年を迎えました。教員たちの教育・研究の歩みをお伝えします。

―
基
礎
概
念
研
究
の
面
白
さ

　高等学校の進路指導担当教諭らを対象に、本学の
入学試験制度や教育の特徴を説明する高等学校教員
対象入学試験説明会が5月22日、渋谷キャンパスで対
面およびオンデマンドによるハイブリッド形式で開催さ
れた。
　冒頭、石川則夫副学長（入学担当、文学部教授）が
あいさつに立ち、「時代が移り変わろうとも大学教育
の本質は変わらず、学生たちに『自ら問いを立てる力』
を養ってもらうことにある。卒業後も生涯をかけて向き
合い続けるような『大きな問い』を学生たちが見つけ、
その問いを解決していく力を育成することこそが本学
の使命である」と述べた。続いて入学課職員から令
和8年度入学試験の実施状況を報告し、入学試験委
員長の宍戸節太郎・文学部教授が令和9年度入学試
験制度について説明した。
　説明会後は懇親会が開催され、参加者と本学教員
らが意見交換を行った。

高校教員を招き入学試験説明会を開催

　全国院友高等学校長会の総会が5月27日に渋谷
キャンパスで開催され、高等学校長を務める院友ら約
30人が参加した。
　総会では、櫻井丸会長（昭60卒・93期法・八千代
松陰中学・高等学校長）が「今後、国学院大学から
一人でも多くの教員志望者が輩出されることを期待す
る」とあいさつし、針本正行学長が「教職を目指す学
生の思いが現実のものとなるよう努めていく」と述べ
た。続いて、教員志望の学生を全面的に支援すること
や、同会の会則制定、令和８年度会長として櫻井会長
の再任などについても審議、承認された。また、大学
からは学生の教員就職状況や入学試験の概況などが
報告された。 終了後の懇親会では、院友校長と教職
員らとの情報交換が積極的に行われた。

全国院友高等学校長会総会を開催

　彬子女王殿下が総裁を務められる一般社団法人心
游舎が主催する「新潟コメ作りワークショップ」の田植
え体験が、５月31日に新潟市北区の田んぼで行われ、
在学生11人と教職員、院友、協力農家や地元住民な
ど約30人が参加した。このワークショップは、コメ作り
の体験を通して、日本の文化と歴史に触れることを目
的に毎年実施されている。
　当日、学生たちは伝統的な農作業服である「やまぎ
もん」に着替えて田んぼへ移動。田んぼの泥に足を取
られ苦労しながらも、協力農家の方から指導を受け、
一苗ずつ丁寧に植えていった。
　今後、7月に草取り、10月には稲刈りの実施が予定
されている。

コメ作りワークショップで
日本文化に触れる
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渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
両
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、学
生
が
安
心
し
て
学

び
続
け
、快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整

備
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
が
学
生
部
だ
。
学
生
部
で
は
、

安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
加
え
、

生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
、さ
ら
に
は

心
の
ケ
ア
ま
で
含
め
た
総
合
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

　

学
生
部
長
就
任
2
年
目
と
な
る
本
年

は
、本
学
で
学
ぶ
す
べ
て
の
学
生
が
よ

り
一
層
安
心
し
て
学
び
、思
い
き
り
活

動
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、「
国
学
院
大
学
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
」「
こ
の
大
学
な
ら
大
丈
夫

だ
」と
学
生
や
保
証
人
に
実
感
し
て
も

ら
え
る
環
境
の
な
か
で
、学
生
の
挑
戦

と
成
長
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
支
え
て

い
き
た
い
。
こ
う
し
た
豊
か
な
大
学
生

活
を
支
え
る
、安
全
・
安
心
で
快
適
な

大
学
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
い
。
現
状

を
常
に
点
検
し
な
が
ら
、進
化
と
改
善

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

昨
今
、学
生
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
根
幹
そ
の
も
の
が
、あ
ら
た
め
て
問

わ
れ
る
出
来
事
が
全
国
的
に
相
次
い
で

い
る
。
課
外
活
動
に
伴
う
バ
ス
送
迎
時

の
事
故
や
熊
の
出
没
に
よ
る
被
害
な
ど

学
生
の
安
全
を
脅
か
す
事
案
に
加
え
、

学
生
が
闇
バ
イ
ト
に
巻
き
込
ま
れ
、犯

罪
に
加
担
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
全
国

的
に
散
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

象
は
、学
生
が
直
面
し
う
る
リ
ス
ク
が

従
来
の
想
定
を
超
え
て
拡
大
し
、大
学

が
担
う
安
全
管
理
の
重
要
性
が
一
層
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従

来
は
学
校
内
で
の
危
機
管
理
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
学
内
・
学
外
、
さ
ら
に
は

ネ
ッ
ト
空
間
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、大
学
が
考

慮
す
べ
き
リ
ス
ク
は
広
範
か
つ
複
雑
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
は
、
万
全
な
特

効
薬
は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

日
々
の
声
掛
け
や
事
前
確
認
、関
係
者

間
で
の
情
報
共
有
と
い
っ
た
基
礎
的
な

取
り
組
み
を
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
日
頃
か
ら
行
っ

て
い
る
安
全
点
検
や
危
機
管
理
体
制
を

見
直
す
と
と
も
に
学
生
は
も
と
よ
り
、

指
導
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
対

し
て
も
的
確
な
情
報
共
有
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
1
年
間
の
学
生
部
長
と
し
て
の

経
験
を
通
し
て
、本
学
の
学
生
た
ち
が

学
業
は
も
ち
ろ
ん
、課
外
活
動
や
地
域

活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
々

努
力
を
重
ね
、活
躍
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
。
こ
う
し
た
多
様
な
分
野
で

努
力
す
る
学
生
の
挑
戦
と
成
長
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　

人
間
の
成
長
に
は
、「
知
・
徳
・
体
」を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、学

生
が
課
外
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
本

学
の
課
外
活
動
に
は
公
認
・
準
公
認
合

わ
せ
て
約
2
0
0
の
団
体
が
存
在
し
、

延
べ
人
数
は
約
8
0
0
0
人
に
上
る
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、自
ら
考
え
て
行
動

す
る
力
や
、他
者
と
協
働
す
る
力
を
実

践
的
に
養
う
場
と
な
る
と
と
も
に
、成

功
や
失
敗
の
経
験
を
通
し
て
、「
非
認
知

能
力
」の
向
上
や
自
己
理
解
を
深
め
る

場
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、大
学

生
活
を
彩
り
、成
長
を
感
じ
ら
れ
る
重

要
な
経
験
と
な
る
。

　

学
生
部
は
各
団
体
の
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
安
心
し

て
取
り
組
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
課
外
活
動
に
伴
う
リ
ス

ク
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
情
報
提
供
や

指
導
を
す
る
と
と
も
に
、学
生
保
健
室

を
中
心
に
、万
が
一
の
際
に
は
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、学
生
部
で
は
、学
科
・
学
年
を

超
え
て
、在
学
生
の
交
流
を
深
め
ら
れ

る
機
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
学
生

が
本
学
へ
の
帰
属
意
識
や
大
学
生
活
の

楽
し
さ
、満
足
度
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
た
め
に
は
、こ
う
し
た
機
会
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
若

木
体
育
祭
や
若
木
祭
を
は
じ
め
、留
学

生
と
日
本
人
学
生
の
交
流「
国
際
交
流

バ
ス
ハ
イ
ク
」や
、七
夕
の
時
期
に
行
う

「
和
装
D
A
Y
」、秋
の「
お
月
見
祭
」と

い
っ
た
季
節
行
事
に
加
え
、体
育
部
会

の
応
援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、大
学
全
体
で

一
体
感
を
醸
成
す
る
機
会
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、学
生
同

士
が
自
然
に
つ
な
が
る
機
会
を
通
じ
て
、

よ
り
活
気
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し

た
い
。

　

私
は
、昨
年
の
若
木
体
育
祭
に
初
め

て
自
分
の
ゼ
ミ
生（
2
学
年
50
人
）と

と
も
に
参
加
し
た
が
、教
室
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
学
生
た
ち
の
笑
顔
や

表
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
経

験
が
そ
の
後
の
ゼ
ミ
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
学
生
に
届
け
、教
室
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
経
験
や
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

学
生
の
挑
戦
と
成
長
を
支
え
、　
　

満
足
度
と
帰
属
意
識
の
向
上
を
目
指
す

　

昨
今
の
不
安
定
な
経
済
情
勢
が
、学

生
た
ち
の
学
び
の
場
に
も
深
刻
な
影
を

落
と
し
て
い
る
点
は
見
過
ご
せ
な
い
。

経
済
的
な
理
由
で
本
学
学
生
が
学
び
を

断
念
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、学
内
外

の
奨
学
金
制
度
の
支
援
に
継
続
し
て
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
「
心
の
ケ
ア
」も
重
視
し
て
い
る
。
学

業
や
友
人
関
係
、就
職
へ
の
漠
然
と
し

た
不
安
な
ど
、学
生
の
悩
み
は
非
常
に

多
様
だ
。
そ
う
し
た
悩
み
は
、自
身
の

価
値
観
や
生
き
方
を
形
づ
く
る
大
切
な

プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
が
、一
人
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
、「
学
生
相
談

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
支
援
、

心
の
ケ
ア
も
重
要
視

室
」が
日
々
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

本
学
の
学
生
相
談
室
は
、臨
床
心
理
士
・

公
認
心
理
師
な
ど
経
験
豊
富
な
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
に
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
増
員

し
、た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

学
生
相
談
室
の
開
室
日
を
週
3
日
か
ら

週
5
日
に
変
更
し
た
。
ま
た
、心
理
・
性

格
に
関
す
る
相
談
が
多
い
こ
と
を
踏
ま

え
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

ル
講
座
」と
題
し
、〈
ヨ
ガ
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〉
や
〈
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〉の
講
座
を
継
続
し
て
開

催
し
て
い
る
。
学
生
相
談
室
は
相
談
内

容
の
程
度
を
問
わ
ず
、ス
タ
ッ
フ
が
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
親
身
に
対

応
し
て
い
る
の
で
、ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
構
わ
な
い
の
で
気
軽
に
来
室

し
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
活
動
を
統
括
し
、各

学
部
や
関
係
部
署
、さ
ら
に
は
大
学
執

行
部
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
支
援
を
担

う
こ
と
が
学
生
部
の
役
割
で
あ
り
、そ

の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
現
在
実
施
し

て
い
る
支
援
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
。

支
援
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
学
生

に
、確
実
に
届
い
て
い
る
か
ど
う
か
。
学

生
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
事
態
が
生

じ
て
い
な
い
か
――
。
そ
れ
ら
を
多
角
的

な
視
点
か
ら
点
検
し
、課
題
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、そ
の
実
効
性
を
一
層
高

め
て
い
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
環
境
づ
く
り
に「
こ
れ
で

十
分
」
と
い
う
到
達
点
は
な
く
、
社
会

の
変
化
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
現

状
を
点
検
し
、必
要
な
改
善
と
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
向
け
て
学
生
部
・
学
生
生
活
課

は
幅
広
く
情
報
収
集
を
行
い
、柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

情
報
収
集
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
現
代
に

お
い
て
、大
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
も

年
々
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
犯
罪
や

ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
が
把
握
し
に
く
く
な

る
一
方
、思
い
が
け
な
い
危
険
が
よ
り

身
近
に
潜
む
場
面
も
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、啓
発
活
動
や

注
意
喚
起
を
一
層
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

毎
年
、ト
ラ
ブ
ル
防
止
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
実
施
し
て
い
る
が
、本
年
度
は
学
生

生
活
課
の
工
夫
に
よ
り
、従
来
の
内
容

を
見
直
し
、動
画
視
聴
を
軸
と
し
た
形

へ
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
学
生

が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
る
よ
う
、そ
の
伝
え
方
を
見
直
し

た
結
果
、周
知
度
・
理
解
度
・
危
機
意
識

に
関
す
る
各
項
目
で
90
％
を
超
え
る
高

い
評
価
を
得
た
。「
伝
え
る
」と「
伝
わ

る
」は
大
き
な
違
い
だ
と
い
う
こ
と
を

今
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
実
感
し
た
。
文

字
情
報
だ
け
で
は
十
分
に
伝
わ
ら
な
い

内
容
も
あ
る
。
こ
ち
ら
が
伝
え
た
こ
と

で
納
得
し
、終
え
る
の
で
は
な
く
、ど
う

し
た
ら
学
生
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
事

と
し
て
受
け
取
っ
て
く
れ
る
か
。
発
信

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
質
と
発
信
手
段
の

双
方
を
時
代
に
即
し
て
見
直
し
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
周
知
と
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

学
生
一
人
一
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、安
心
し
て
通
学

し
、学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、課
外
活
動
や
自

ら
の
関
心
に
基
づ
く
挑
戦
に
も
全
力
で

取
り
組
め
る
環
境
を
、今
後
も
継
続
的

に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
周
知
徹
底
、

「
伝
え
る
」と「
伝
わ
る
」は
大
き
な
違
い

学
生
の
安
全
・
安
心
を
支
え
、

快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
整
備

学生部長・宮下雄治教授

未来に向けた「学びの場」の環境づくり

に く学 部 聞生 長

豊かな大学生活を支える、
安全・安心な環境づくりに
終わりはない。

みやした・ゆうじ
経済学部教授。博士（経済学）。専門はマーケティング。主な著書に『こ
うして顧客は去っていく－サイレントカスタマーをつなぎとめるリテンショ
ンマーケティング－』（日本実業出版社、2024年）、『新時代のマーケティ
ング－デジタル経済を動かすキーワード』（八千代出版、2023年）、『米中
先進事例に学ぶ マーケティング DX』（すばる舎、2022年）などがある。

【学生部長賞・
  学長特別賞の表彰】
学生部長賞は、各種大会やコンクー
ルなどで優秀な成績を収めた団体・
個人や、社会奉仕、文化活動におい
て優れた実績を上げた団体・個人を
表彰するもの。学長特別賞は、学生
部長賞候補者の中から特に優れた成
果を上げた団体・個人に贈られる。

【和装 DAY】
日本文化の体験や発信する機会として七夕にあわせて行
われており、例年、浴衣で過ごす学生たちでキャンパスが
彩られる。学生たちも企画・運営に携わっている。

例年6月にたまプ
ラーザキャンパス
で開催。

国学院大学では経済面の
支援だけではなく、学生が
夢の実現に向けて学業に
専念できるよう、目的に応
じた各種奨学金制度を用
意している。相談窓口では
学内外の奨学金に関する
支援・相談を行っている。

【奨学金相談窓口】

学生相談室が主催する講座で、
ヨガインストラクターを招いて
行われる「ヨガ体験ワークショッ
プ」や、相手を尊重しつつ自分
の意見や気持ちを伝える方法を
学ぶ「アサーション・トレーニン
グ」を実施している。

【コミュニケーション
  ・スキル講座】

学生部の
主な取り組み

【若木体育祭】

【トラブル防止
  ガイダンス】
大学生活の中で想定
されるトラブルやイン
ターネット犯 罪 、悪
徳商法などの被害を
未然に防ぐ目的で実
施している。

【お月見祭】
学生イベント企画リー
ダーの学生たちが中心
となって企画・運営し、
令和６年度から実施。
餅つき体験や、天文同
好会カノープスの協力
のもと天体観測などの
催しを行っている。

国学院大学の学園祭。体育系部
会による演舞や文化・学術系団
体による展示や発表会などが行
われるほか、部会やサークルの
学生による模擬店も設けられる。

【若木祭】

【国際交流バスハイク】
【成績優秀者奨学制度】
6面に関連記事
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国
学
院
大
学
は
、令
和
８
年
度
成
績

優
秀
者
奨
学
制
度
の
対
象
者
と
し
て
、

65
人
を
選
出
。
表
彰
式
を
６
月
17
日
に

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。

　

同
制
度
は
、前
年
度
に
特
に
優
れ
た

学
業
成
績
を
収
め
た
学
生
を
表
彰
し
、

学
修
意
欲
の
さ
ら
な
る
向
上
と
能
力
の

伸
長
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。 

　

表
彰
式
で
は
、針
本
正
行

学
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

学
生
た
ち
を
激
励
し
、続
い

て
、各
学
部
長
か
ら
奨
学
生

一
人
一
人
に
賞
状
が
授
与

さ
れ
た
＝
写
真
。

　

式
の
最
後
に
は
学
生
代

表
の
２
人
が
あ
い
さ
つ
し
、

中
田
圭
音
さ
ん（
史
４
）は

「
学
び
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
は
周
囲
の

支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
学
修

に
励
み
、人
類
の
知
の
蓄
積

に
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
り
た

い
」と
話
し
、青
木
美
咲
希

さ
ん（
初
教
４
）は「
今
の
環

境
が
決
し
て
当
た
り
前
で

は
な
い
と
実
感
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、前
を
向
い
て
努
力
し
続
け

ら
れ
た
。
今
後
も
周
囲
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、成
長
し
て
い
き
た
い
」と
残
り

わ
ず
か
と
な
っ
た
学
生
生
活
へ
の
意
気

込
み
を
力
強
く
語
っ
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
、今
回
初
め
て

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、奨
学
生
ら
が
交

流
し
た
。

令
和
8
年
度 

成
績
優
秀
者

奨
学
生
65
人
を
表
彰

フレンドシップファミリー交流会
万葉エコBeeプロジェクトとともに開催

　

国
学
院
大
学
で
学
ぶ
交
換
留

学
生
と
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
交
流
会
が
5
月
23
日
、

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。
今
回
の
交

流
会
で
は
、留
学
生
ら
が「
万
葉

エ
コ
B
e
e
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

活
動
を
体
験
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
学
生
に
よ
る
活
動
紹
介
や
は

ち
み
つ
採
取
の
実
演
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、参
加
者
た
ち
が
は
ち
み

つ
の
瓶
詰
め
に
挑
戦
し
た
。
体
験

後
は
、は
ち
み
つ
を
味
わ
い
な
が

ら
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め

た
。
参
加
者
は「
多
く
の
人
と
話

し
、親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」と
語
っ
た
。

たまプラーザ宇宙の学校2026
子どもたちに自然科学の学びを提供 

　

人
間
開
発
学
部
が
主
催
す
る「
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
宇
宙
の
学
校
」の
令
和
8
年
度
第

1
回
が
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
。「
宇
宙

の
学
校
」は
、同
学
部
の
学
部
活
性
化
事
業

「
人
間
開
発
・
花
咲
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
一

つ
と
し
て
、小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、今

年
で
16
回
目
の
開
催
と
な
る
。
子
ど
も
た

ち
の
論
理
的
・
科
学
的
思
考
能
力
を
育
成

す
る
理
数
教
育
、中
で
も
自
然
科
学
分
野
の

教
育
の
充
実
を
図
る
機
会
と
し
て
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）や
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
子
ど
も
・
宇
宙
・
未
来
の
会
」（
Ｋ

Ｕ
‒
Ｍ
Ａ
）の
協
力
の
も
と
、学
生
が
全
３

回
の
準
備
や
運
営
を
担
い
開
催
し
て
い
る
。

　

開
校
式
で
は
、近
藤
良
彦
校
長（
同
学

部
教
授
）が「
宇
宙
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、学
生
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
巨
大
熱
気
球
を
作
り
、空
中
に
飛
ば
す
実

験
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　

国
学
院
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
は

5
月
21
日
に
令
和
7
年
度「
学
生
が
選

ぶ
ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
」の
表

彰
式
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
有
栖
川
宮
記

念
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
。

　

こ
の
賞
は
、学
生
が
授
業
の
理
解
度

や
満
足
度
に
つ
い
て
答
え
る「
学
生
に

よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果

を
踏
ま
え
、教
育
内
容
お
よ
び
授
業
運

営
に
お
い
て
優
れ
た
評
価
を
受
け
た
教

員
を
表
彰
す
る
も
の
。
令
和
7
年
度
は

10
人
の
教
員
が
選
出
さ
れ
、表
彰
式
に

は
6
人
が
出
席
し
た
＝
写
真
。
は
じ
め

に
、石
川
則
夫
・
教
育
開
発
推
進
機
構
長

（
副
学
長
＝
写
真
前
列
左
か
ら
３
人
目
）

が
あ
い
さ
つ
し
、針
本
正
行
学
長
＝
写

真
前
列
左
か
ら
２
人
目
＝
が
賞
状
と
副

賞
を
手
渡
し
、受
賞
し
た
教
員
を
た
た

え
た
。

　

令
和
7
年
度
の
受
賞
者
は
以
下
の
通

り（
所
属
は
受
賞
時
点
）。

◆
文
学
部
▽
針
谷
壮
一
教
授
◆
経
済
学

部
▽
辻
和
洋
元
准
教
授
◆
法
学
部
▽
平

地
秀
哉
教
授
◆
神
道
文
化
学
部
▽
小
林

宣
彦
教
授
◆
人
間
開
発
学
部
▽
三
田
大

樹
准
教
授
◆
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
▽

石
垣
悟
教
授
◆
教
育
開
発
推
進
機
構
▽

内
村
慶
士
助
教
◆
兼
任
講
師
▽
渡
邊

奈
々
講
師
▽
野
寺
和
彦
講
師
▽
内
藤
裕

子
講
師

ベスト・ティーチング賞
10人を表彰

針本学長、石川機構長と受賞教員ら（後列左から内村助教、内藤講師、渡邊講師、
三田准教授、前列左端 平地教授、右端 針谷教授）

　経済学部ゼミ個別ブース相談会が5月11日と20日
に渋谷キャンパスで開催された。この相談会は、2年
次の後期から開講されるゼミ「演習Ⅰ」の応募に向け
て、経済学会学生委員会が毎年主催している。
　当日は、各ゼミに所属する3・4年生がブースを担
当し、研究テーマや活動内容について資料を用いて
紹介。参加した2年生は「研究内容だけでなく、普段
のゼミの様子も知ることができてよかった」と話した。
ブースを担当した3年生は「後輩たちに興味を持っても
らえるよう、魅力を伝えることができた」と語った。

経済学部ゼミ相談会
上級生がゼミ選びをサポート

学内合同企業セミナーを実施

　学部1年生から3年生および大学院博士前期課程1
年生を対象とした学内合同企業セミナーが5月13日、
渋谷キャンパスで開催された。
　同セミナーは、大手や優良企業の採用担当者から
各業界や企業の説明を直接聞くことができる催しで、
参加した学生たちは、熱心にメモを取りながら耳を傾
け、採用担当者の問いかけに挙手で応じるなど、積極
的に参加する姿が見られた。

国際交流バスハイク
学生たちが交流

　国学院大学学生部が主催する国際交流バスハイク
が、5月31日に実施された。この企画は、留学生を含
む学生同士の交流を目的として毎年開催されており、
今年度は教職員の引率のもと、約40人が参加した。
　今回は、箱根周辺エリア（神奈川県）をめぐる日帰
りバス旅行を行った。参加者は箱根神社（神奈川県
足柄下郡）で正式参拝を行った後、箱根関所で昼食を
とり、遊覧船で自然豊かな景色を楽しんだ。その後、
本間寄木美術館に移動し、寄木細工を体験。寄木の
コースター作りに挑戦しながら、参加者同士で交流を
深めた。

準硬式野球部
7季ぶりの1部復帰
　令和8年度東都大学準硬式野球春季2部リーグが3
月31日から6月5日にかけて独協大学天野貞祐記念球
場（埼玉県越谷市）などで行われ、国学院大学準硬式
野球部が見事優勝を果たした。
　これに伴い、同部は6月1日から4日にかけて1部・2
部入れ替え戦に挑み、東洋大学と対戦した。6月1日
の初戦では5-1で勝利したものの、2日の第２戦では
1-3で敗れ、第3戦にもつれ込む展開に。4日の第3戦
では、3回表に1点先制するも4回裏に追いつかれ1-1
で迎えた6回表に一挙4点を奪う攻撃を見せた。その
後は無失点に抑えた結果、5-1で勝利。この結果、7
季ぶりの1部昇格を決めた。
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インフォダイジェスト 内内容 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ

…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生

　令和８年度関東学生新人選手権大会が５月４日から６
日にかけて、駒沢オリンピック公園総合運動場体育館（東
京都世田谷区）で開催された。
　４日に行われた女子ダブルスでは、佐藤野々華選手（初
教2）・宮内理仲選手（中文2）ペアが準優勝を果たした。
準々決勝で順天堂大学のペアに3-0で勝利し勢いに乗る
と、準決勝では中央大学の１年生ペアに第１セットを取
られる苦しい展開となったものの、徐々に自分たちの
ペースに持ち込み、3-1で勝利して決勝に駒を進めた。決
勝では東洋大学の１年生ペアと対戦し、惜しくも1-3で敗
れた。

　男子ダブルスでは、杉谷虎太朗選手（神文1）・増田凌志
選手（健体1）ペアが準々決勝で専修大学のペアに3-1で
勝利し、準決勝に進出。準決勝では法政大学のペアと対
戦し、2-1とセットをリード。第４セットでもマッチポイ
ントを握ったが勝ち切ることができず、迎えた第５セッ
トは相手ペアのペースで試合が進み、惜しくも2-3で敗れ
た。
　この結果、女子ダブルスの佐藤選手・宮内選手ペアは、
10月29日から開催される第92回全日本大学総合卓球選
手権大会・個人の部への推薦権を獲得した。

令和８年度 関東学生新人選手権
女子ダブルスで準優勝

卓球部

女子ダブルスで準優勝を果たした佐藤選手と宮内選手

イベント

内昭和初期に開講した「萬葉講座」の流れを受け継ぐ伝統ある講
座です。「万葉集」と「源氏物語」の２講座で、それぞれ1日２
講、５日間で10講を実施します。学内外の研究者が講師とな
り、作品の魅力に迫ります。

日７月25日（土）～29日（水）　場渋谷キャンパス常磐松ホール
料各講座１日3000円。全日程申し込みの場合は割

引制度があります。詳細はお問い合わせください。
申 ７月15日（水）まで(必着)。申込方法は、①

WEB ②FAX（03・5466・0394）③郵送の３方
法。詳細は大学HP(二次元コード )からご確認ください。

問エクステンションセンター（☎03・5466・0270）

公開古典講座 ※詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

キャリアサポート

内本学学生を採用する意向が高い企業を招き、採用
担当者から直接話を聞くことができる合同企業
説明会です。一日で多くの企業と出合うことが
できます。この機会に業界・企業・職種研究を進
めるとともに、自分に合った企業を探しましょ
う。

日 7月1日（水）
対 4年生、博前２年次

WEB合同企業説明会（27年卒対象）
内４年生を対象に、進路状況に関する電話調査を実

施します。希望進路（一般企業・公務員・教職・神
社関係・進学）に関わらず、「進路・内定状況」をご
報告ください。調査結果を今後の支援内容・企画
の充実につなげていきますので、ご協力をお願い
します。

日 6月29日（月）～７月10日（金）
対 4年生

進路電話調査

高校生向けコンテスト作品募集
第30回全国高校生創作コンテスト

【部門】
▶短篇小説の部（１人３篇以内＝１篇4000字以内）
▶現代詩の部（１人３篇以内＝１篇45行以内）
▶短歌の部（１人３首以内）
▶俳句の部（１人３句以内）

【表彰】最優秀賞（各部門１人、賞状・副賞５万円・記念品）、優秀賞（各部門２人、賞状・副賞３万円・記念品）、
佳作（各部門５人、賞状・記念品）、文部科学大臣賞（１校、賞状・副賞５万円相当の図書カード・記念品）

第22回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト
【部門】
▶地域文化研究部門（祭り・伝統行事・郷土料理・方言などの調査研究=個人・団体）
▶地域民話研究部門（昔話・伝説など民話の調査研究＝個人・団体）
▶学校活動部門（学校やクラス単位での生徒による地域と連携した地域課題研究の活動報告に加え、地域の一

員として学校や生徒の「学びのあり方」について、担当教員が短くまとめたレポートを添えたもの）
【表彰】▶地域文化研究部門・地域民話研究部門：最優秀賞（個人・団体各１作品、賞状・副賞５万円・記念
品）、優秀賞（個人・団体各２作品、賞状・副賞３万円・記念品）、佳作（個人・団体各２作品、賞状・記念品）
▶学校活動部門：優秀賞２校（賞状・副賞３万円相当の図書カード・記念品）
▶折口信夫賞：１作品（賞状・研究費５万円・記念品）

問高校生新聞社コンテスト事務局（☎042・724・2750 FAX 042・724・2860）
※お知らせいただいた個人情報は、主催者において本コンテストの審査、結果発表、本人および学校への連絡や
資料の発送に利用いたします。なお、個人情報を第三者に提供することはありません。応募作品の返却は不可、
入賞作品の版権は当主催者に帰属します。

応募について
【応募期間】７月1日（水）～９月４日（金）必着
【応募条件・概要】▶高校生であること　▶自作未発表のもの
【応募方法】各コンテストのHP（二次元コード）にアクセスしてください。
▶WEB応募
HPにある受付フォームから必要事項を入力して登録してください。
作品の提出は、登録後に提出方法をメールでお伝えします。
▶郵送応募
HPから専用の応募用紙を印刷し、必要事項等を記入して応募してください。

【発表】11月中旬に入賞者に通知、主催者HPでも公表します。

第30回全国
高校生創作
コンテスト

第22回「地域の
伝承文化に学ぶ」

コンテスト
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硬式野球部

東都大学野球1部春季リーグ  ７季ぶりの優勝
　国学院大学硬式野球部が所属する東都大学野球1部
春季リーグで7季ぶりの優勝を果たした。
　第1週の中央大学との対戦を2勝1敗で勝ち越した
同部は第２週で立正大学と対戦。4月14日の初戦は、
先発の藤本士生投手（経3）が完封し、3-0で先勝。15
日の第２戦は3-6で敗れたものの、16日の第３戦は佐
藤大空選手（経4）のソロ本塁打などで３点を奪い、3-1
で勝利した。

　第３週は東洋大学と対戦。21日の第１戦は、2-1で
競り勝ち、22日の第２戦は4-9で敗戦。24日の第３戦
は、1-1の同点で迎えた九回、１死満塁の窮地に登板し
た冨田遼弥投手（経営4）が後続を断った。その裏、先
頭打者の石野蓮授選手（経営3）がセンターへの本塁打
を放ち、サヨナラ勝利で勝ち点を獲得した。
　第4週は亜細亜大学と対戦。5月5日の第1戦は一
進一退の攻防の末、4-5で敗れたが、6日の第2戦では2

点を追う六回裏に緒方漣選手（健体3）、田井志門選手
（健体4）の連続ソロ本塁打で同点とし、七回裏の大谷
汰一選手（経営2）のソロ本塁打で勝ち越して3-2で勝
利した。7日の第3戦では三回表、赤堀颯主将（経営4）
がヒットで出塁すると、緒方選手と田井選手の連打で
1点を追加。続く平井悠馬選手（健体4）のヒットで満
塁とすると、花田悠月選手（神文2）がリーグ記録を塗
り替える今季チーム18本目となる本塁打を放ち、この

回一挙5点を挙げた。八回にも１点を加え、
6-3で勝利した。
　リーグ1位で最終週に臨んだ同部は、2位の
青山学院大学との首位攻防戦を迎えた。19
日の第1戦は二回裏に石野選手がレフトへの
ソロ本塁打で１点を先制するも、七回表に追
いつかれる展開に。1-1で延長戦に突入した
十回裏、２死一・二塁の場面で、大谷選手がラ
イトへの３ラン本塁打で３点を決め、4-1で
勝利をおさめた。20日の第2戦では、0-0で
迎えた五回表、ヒットと四球で一死満塁の好
機をつくると、田井選手の適時打で2点を先
制。さらに、平井選手の四球で、再び一死満塁
とすると、石野選手がレフトへの満塁本塁打
を放ち、この回一挙6点を奪った。六回裏に
１点を取られるもその後は、無失点に抑え、
6-1で勝利。この結果、勝ち点5で春季リーグ
優勝を決めた。
　個人成績では、緒方選手が最高殊勲選手と
首位打者、中井遥次郎投手（経2）が最優秀防
御率に選ばれ、赤堀主将、緒方選手、石野選手、
大谷選手がベストナインに選出された。
　同部は、６月８日から開幕する第75回全日
本大学野球選手権記念大会に東都大学野球連
盟代表として出場した。

笑顔でガッツポーズする選手らと関係者

東京学生柔道優勝大会で3位となった柔道部の学生ら（同部提供）

　東京学生柔道優勝大会（男子第75
回・女子第37回）が5月24日、日本武
道館（東京都千代田区）で開催され、
国学院大学柔道部は男子の部で3位
の成績をおさめた。本大会は各大学
7人の代表選手による点取り式トー
ナメント戦で行われ、全35校が出場
した。
　同部は2回戦から登場。東京大学
と対戦し7-0で順調に初戦を突破す
ると、3回戦は専修大学と対戦。先鋒
の甲斐大詩選手（健体3）が巴投げで

優勢勝ち、3番手の五将・荒川琉正選
手（健体2）は後ろ袈裟固めで一本勝
ちを決めて2-0で勝利した。
　続く4回戦は昨年同様日本大学と
対戦。なかなか勝負が決まらない中、
５番手の三将・甲斐選手が横四方固
めで一本勝ちをおさめ、1-0で接戦を
制した。準決勝では明治大学と対戦。
各選手が健闘したものの0-3で敗退
した。なお、本大会で活躍を見せた
甲斐選手が優秀選手に選ばれた。

東京学生柔道優勝大会  3位
柔道部

　第105回関東学生陸上競技対校選手
権大会が5月21日から24日にかけて、
カンセキスタジアムとちぎ（宇都宮市）
で行われ、男子2部に所属する国学院大
学陸上競技部からは5選手が入賞した。
　21日に行われた10000m決勝に辻
原輝選手（史4）、飯國新太選手（法3）、
高石樹選手（健体2）が出場した。序盤
から留学生選手を追う展開となったが、

必死に食らいつき、高石選手が日本人選
手3番手でゴールし、8位入賞となった。
　22日の1500m決勝に畑中蓮選手（健
体1）が出場。序盤から積極的なレース
を見せ、3分59秒03で5位入賞と健闘
した。
　24日の5000m決勝に野中恒亨主将

（健体4）、鼻野木悠翔選手（法3）、五十
嵐新太選手（健体1）が出場し、野中主将

は各校の注目選手が集うなか先頭集団
で競り合い、日本人トップの4位に入賞
した。
　なお、同大会開催期間に先立つ4月5
日に行われたハーフマラソンでは、最後
まで粘りの走りを見せた吉田蔵之介選
手（経4）が１時間3分17秒で2位。6位
の野田顕臣選手（健体2）とともに力走
を見せた。

野中恒亨主将
関東インカレ5000Ｍ  4位

陸上競技部

5000m決勝で日本人1位となった野中主将
写真／月刊陸上競技




